
様式第 2号 (第 5 条関係 )

　

審議会等会議録

発言者 会議のてん末・ 概要

田中市長

Ⅰ　久喜市地域公共交通会議委嘱書及び辞令交付式

１　委嘱書、辞令の交付

（事務局（田口課長）が、委員名を呼称後、田中市長が委嘱書、辞令を手渡

す。）

２　市長あいさつ

　皆さん、こんにちは。久喜市長の田中暄二でございます。本日は、大変お忙し

い中、久喜市地域公共交通会議にご出席をいただきまして、誠にありがとうござ

います。

　さて、本市の地域公共交通でございますが、この地域公共交通会議の委員の皆

様のお力添えをいただきまして、平成25年10月から、デマンド交通の導入と市内

循環バスの路線延長を行いまして、市内全域にわたり公共交通網の整備を行って

まいりました。

　その後、約１年半が経過いたしました。この間、市民の方からは、「身近な交

通機関が確保できてよかった」という声をいただいている中で、「まだ十分では

ない」ということも意見としていただいております。

　デマンド交通につきましては、合併後の大きな政策の一つとして、新市の一体

感を醸成する中で大変大事な事業であるという思いで、私も進めてまいりまし

た。今後とも、委員の皆様方のご意見をお伺いしながら、更なる利便性の向上に

努めてまいりたいと考えているところでございます。

　本日の会議では、このデマンド交通や市内循環バスの利用状況、また、昨年末

実施いたしましたデマンド交通に関するアンケート調査の実施結果などにつきま

して、詳しくご説明をさせていただきます。これらを参考にしていただいて、皆

様にご審議いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　今年は、合併してこの春６年目になるわけでございます。本当に早いものと思

うわけですが、全体的にみますと、今まで懸案であったことが実施に向かってい

るところでございます。ＪＲ宇都宮線が３月１４日から、上野東京ラインの運行

がいよいよ始まる訳でございます。この電車に乗りますと、東京駅での新幹線へ

の乗り継ぎの関係で、上野駅で乗換えをする必要がございませんことから、京

都・大阪方面へ移動が非常に便利になる訳でございます。また、同時に、北陸新

幹線がスタートいたします。大宮～富山間が１時間４６分、大宮～金沢間が２時

間４分でございます。こういった時間の短縮は、今後、どのような影響をもたら

すのか、埼玉県民としては、大変期待しているところでございます。

　また、今年中には、これも従来から念願となっていました圏央道が、埼玉県を

全線開通する予定でございます。国の事業というのは、お金と人と技術と、非常
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斉藤委員

河原委員

稲葉委員

関委員

柴木委員

吉水委員

髙橋委員

に充実しておりますので、期待をしているところでございます。この圏央道が県

内で全線開通いたしますと、久喜から、関越道、中央道、そして、東名・名神と

西の方へとつながっていく訳でございます。例えば、一泊の旅行ですと、従来

は、どちらかと言うと東北の宮城・福島、新潟方面が多かったように思います

が、今後は、東京都内を通行する必要がございませんことから、静岡、山梨、神

奈川方面への旅行が増えてくるようにも思います。この圏央道でございますが、

来月３月中には、幸手、五霞、境方面が、いよいよ開通する訳でございます。境

から久喜市まで、１０数分で到着が可能と言われております。また、２年以内に

は、成田空港まで全線開通と伺っておりますので、大いに期待しているところで

ございます。そういう意味では、合併６年目を迎える久喜市にとりましては、あ

る意味では久喜市の発展に象徴的な事業であり、すばらしい年になると思ってお

ります。また、そのような平成２７年度にしてまいりたいと思っておりますの

で、どうぞご支援をお願いしたいと思います。

　それでは、地域公共交通に対しご協力をお願いいたしまして、あいさつとさせ

ていただきます。みなさんそれでは、どうぞよろしくお願いいたします。

３　委員・事務局職員紹介

　久喜地区に住んでおります斉藤と申します。前回もデマンド交通の立ち上げに

あたり、公募させていただきました。今回も、引き続き、皆さんといろいろなこ

とを審議させていただければと思い、お願いした次第でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。

　菖蒲からまいりました河原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　栗橋地区の稲葉と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　同じく栗橋からまいりました関と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　

　鷲宮地区からまいりました柴木と申します。前回、副会長として参加させてい

ただきました。検討委員会から数えると、足掛け５年目になります。私も、この

公共交通に対して、自分の力をお示しすることができればと思い、今回も参加さ

せていただいております。どうぞよろしくお願いいたします。

　同じく鷲宮地区からまいりました吉水と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。私は、デマンド交通の登録はしているけれども、未だ利用はしていない

という市民の一人でございます。よろしくお願いいたします。

　朝日自動車の髙橋と申します。よろしくお願いいたします。
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鈴木委員

野本委員

明野委員

三保谷委員

本多委員

岡野委員

足立委員

大迫委員

事務局

（田口課長）

　協同観光バスの鈴木と申します。私は、他の自治体のこの地域公共交通会議に

も参加させていただいておりますが、特に久喜市では、地域公共交通に対する議

論が活発であると、前々から思っております。また、引き続き２年間、皆さんと

いっしょに議論をしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　栗橋・鷲宮地区のデマンド交通を委託されております、栗橋構内野本タクシー

の野本と申します。よろしくお願いいたします。

　埼玉県乗用自動車協会の代表で、福祉部門の担当をしております明野と申しま

す。また、菖蒲タクシーの方で、菖蒲地区のデマンド交通を委託されておりま

す。よろしくお願いいたします。

　埼玉県杉戸県土整備事務所の三保谷と申します。この会議には、道路管理者と

して参加させていただいております。よろしくお願いいたします。

　東京大学の本多と申します。私は、デマンド交通の研究開発をやってきており

ます。名簿では、特認研究員となっておりますが、昨年３月をもちまして東大の

特認研究員を退職いたしまして、現在は民間の会社に入っております。また、東

京大学とは、現在も共同研究を行っておりまして、デマンド交通の導入からどう

いう効果が得られるかというような研究を続けております。名簿の方は、「特

認」を消していただきまして、「研究員」としていただければと思います。よろ

しくお願いいたします。

　久喜市市民部長の岡野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　鷲宮地区の区長会の足立と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　私は、久喜地区の身体障害者福祉会からの推薦でまいりました大迫と申しま

す。前回、その前もこの会議に参加させていただいておりますが、また、よろし

くお願いいたします。

　≪事務局職員紹介≫
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事務局

（田口課長）

Ⅱ　平成２６年度第２回久喜市地域公共交通会議

１　開会

　それでは、引き続き、平成２６年度第２回久喜市地域公共交通会議に移らせて

いただきます。

　ただ今、委員２５名中、出席者１５名、欠席者１０名でございます。久喜市地

域公共交通会議条例第７条第２項によりまして、委員の出席者数が過半数を超え

ており、本会議が成立いたしますことを、ご報告申し上げます。

それでは、ただ今から、平成２６年度第２回久喜市地域公共交通会議を開催い

たします。

まず、資料の確認をさせていただきたいと存じます。

　≪配布資料の確認≫

　本日は、委嘱後、初めての会議でございますので、議題に入ります前に、皆様

に３点ご了承いただきたいと存じます。

１点目、「久喜市審議会等の会議の公開に関する条例」に基づきまして、本会

議は公開とさせていただきます。

２点目、会議終了後に会議録を作成することになりますが、この会議録につき

ましては、ホームページ等で公開することになります。また、審議内容の録音

や、場合によっては写真撮影をすることにつきましても、予めご了承いただきま

すようお願いいたします。

３点目、委員名簿につきましては、「久喜市市民参加条例」に基づきまして、

氏名、委員の選任区分を公開することとなっており、市のホームページ等に掲載

し、公開とさせていただきます。

また、市では、この他に公職者名簿というものを作成しており、この公職者名

簿への掲載につきましても、ご了承いただきたいと思います。なお、この公職者

名簿は、基本的には、委員の皆様の氏名、住所、電話番号を記載してございます

が、住所と電話番号は掲載しないことも可能ですので、氏名のみの記載を希望さ

れる場合には、後ほど事務局に申し出ていただきたいと存じます。

以上ですが、よろしいでしょうか。

≪「はい」と言う人あり≫

それでは、よろしくお願いいたします。

２　議題

（１）会長、副会長の選出

　議題（１）会長、副会長の選出でございます。久喜市地域公共交通会議条例第

７条第１項の規定によりまして、会議の議長は会長にお務めいただくことになっ
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田中市長

明野委員

田中市長

明野委員

田中市長

事務局

（田口課長）

ておりますが、本日は初めての会議でございますので、議長となります会長が選

任されておりません。

したがいまして、会長が選任されるまでの間、田中市長に議事の進行をお願い

いたします。

それでは、会長・副会長が選任されるまでの間、私が議長を務めさせていただ

きます。

この会議には、久喜市地域公共交通会議条例第６条第１項の規定によりまし

て、会長及び副委員長をそれぞれ１人置くことになっております。また、その選

出につきましては、委員の互選によってこれを定めることになっております。

まず、会長の選出について、お諮りしたいと思います。どなたか立候補、また

はご推薦などがございましたら、お願いいたします。

前任者の岡野委員を推薦したいと思いますが、いかがでしょうか。

ただいま、明野委員さんから岡野委員をご推薦いただきましたが、皆様いかが

でしょうか。

≪「異議なし」と言う人あり≫

それでは、会長は岡野委員にお願いしたいと思います。

続きまして、副会長の選出につきまして、どなたか立候補またはご推薦などが

ございましたら、お願いいたします。

　

こちらも前任者の柴木委員を推薦したいと思います。

ただいま、明野委員さんから柴木委員さんをご推薦いただきましたが、皆様い

かがでしょうか。

≪「異議なし」と言う人あり≫

それでは、副会長として柴木委員さんにお願いしたいと思います。

以上、会長は岡野委員、副会長は柴木委員さんに決定いたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。

これをもちまして、議長の任を解かせていただきます。ご協力ありがとうござ

いました。

ありがとうございました。

田中市長でございますが、この後、別の公務がございますので、誠に恐縮では

ございますが、ここで退席をさせていただきます。
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岡野会長

事務局

（田口課長）

柴木副会長

事務局

（田口課長）

岡野会長

事務局

（折原係長）

≪田中市長退席≫

　それでは、会長、副会長におかれましては、前の席へお移り願います。

　ここで、岡野会長と柴木副会長から就任のごあいさつを頂戴したいと存じま

す。

　まず、岡野会長お願いいたします。

　ただ今、委員の皆様のご承認をいただき、会長を務めさせていただくことにな

りました、久喜市市民部長の岡野と申します。よろしくお願いします。皆様方の

ご協力をいただきまして、この会議を円滑に進め、実りある会にしてまいりたい

と考えおります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。

　続きまして、柴木副会長お願いいたします。

前回に引き続き、副委員長にご推薦をいただきました。ありがとうございま

す。皆様から忌憚のないご意見をいただきながら、岡野会長を補佐してまいりた

いと考えております。よろしくお願い申し上げます。

（２）久喜市地域公共交通会議について

久喜市地域公共交通会議条例第７条第１項の規定により、ここからは会長に議

長をお願いし、議事を進めていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

　それでは、議事が円滑に進行いたしますよう皆様方のご協力をお願いいたしな

がら進めさせていただきます。

　議題の（２）久喜市地域公共交通会議について、事務局から説明をお願いいた

します。

まず、会議の運営について、皆様に３点ほどご検討をお願いしたいことがござ

います。

まず、１点目でございます。会議の公開にあたりまして「傍聴要領」を定める

ことでございます。ただいま、事務局の案を配布させていただきますので、ご検

討をお願いいたします。

≪傍聴要領を配布≫

続きまして、２点目でございます。会議録作成形式についてでございます。会

議の冒頭に司会の田口から申し上げましたとおり、「久喜市審議会等の会議の公

開に関する条例」に基づきまして、会議録を作成することになっております。そ
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岡野会長

本多委員

岡野会長

の会議録の作成方式ですが、大きく分けますと２つほどございます。一つは、発

言をそのまま記録する「全文記録方式」、もう一つは、例えば、あいさつや添付

資料を読み上げるに過ぎない事務局説明などを省略したり、発言の趣旨は変えず

に「てにおは」や「繰り返し発言」、あるいは「主語の補足」などについて微調

整を行う「ほぼ全文記録方式」がございます。どちらにするかにつきまして、ご

検討をお願いいたします。ちなみに、前回までのこの会議では、「ほぼ全文記録

方式」で行っておりました。

　最後、３点目でございます。各委員による会議録確認終了後の会議録への署名

人の決定についてでございます。署名の方法は、会長さん委員さん１名が署名を

行う方法、委員さん２名が輪番で行う方法などがございます。なお、会議録につ

きましては、事務局が原案を作成した後、各委員さんに送付させていただきま

す。委員さんには数日の間に内容を確認していただきまして、誤り等がなけれ

ば、署名委員の方に署名をしていただくという流れになります。どちらにするか

につきまして、ご検討をお願いいたします。ちなみに、前回までのこの会議で

は、「委員さん２名が輪番で行う方法」で行っておりました。

以上３点、ご検討をお願いいたします。

　事務局から、３点について皆様にご検討いただきたいとのことでございます。

１点目の「傍聴要領」についででございますが、お手元の事務局案につきまし

て、何かご意見はございますでしょうか。

≪「異議なし」と言う人あり≫

異議なしとのことですので、事務局案どおりといたします。

　次に、２点目の「会議録の作成形式」でございます。事務局から「全文記録方

式」と「ほぼ全文記録方式」が提示されましたが、これにつきましては、どちら

がよろしいでしょうか。

　記録のわずらわしさや読みやすさを考えた上で、発言の趣旨を変えない範囲で

の「ほぼ全文記録方式」がよいと思います。

ただいま本多委員さんから「ほぼ全文記録方式」がよいのではとのご意見がご

ざいました。他にはいかがでしょうか。

≪「異議なし」と言う人あり≫

異議なしとのことですので、「ほぼ全文記録方式」に決定します。

　最後、３点目の「会議録の署名人」でございます。従来行っていたように、

「委員さん２名が輪番で行う方法」という説明がございましたが、いかがでしょ

うか。
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事務局

（折原係長）

岡野会長

事務局

（折原係長）

岡野会長

本多委員

事務局

（折原係長）

足立委員

事務局

（折原係長）

足立委員

≪「異議なし」と言う人あり≫

異議なしとのことですので、「委員さん２名が輪番で行う方法」に決定しま

す。

引き続き、議事を進めさせていただきます。事務局から説明をお願いいたしま

す。

≪資料１を説明≫

　ただいまの事務局の説明でございますが、ご質問等はございますでしょうか。

　無いようでございますので、次の議題に進めさせていただきます。

（３）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況につ

いて

（３）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況につ

いてでございます。事務局から説明をお願いいたします。

≪資料２を説明≫

　ただいま資料２において事務局から説明をしていただきました。このことに関

しまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。

　本多委員お願いします。

　大きく利用数だけでみてると、月変動ですとかそういった幅の中にかなり埋も

れてしまっていて、詳しいところが少しわかりにくいところがあるのですけど。

例えば便ごとの利用状況だとか、あるいは今回延伸された区間、区域、２箇所あ

りますけども、この２箇所の利用状況などについては、どういったようなデータ

があるのでしょうか。

　

　２路線が延伸を行ったということで、実際に延伸を行った停留所でどれくらい

の利用があるのかということを、何回か実施調査をしております。何人か乗って

いた便もあれば、１人も乗っていない便もございました。平均すると数人、５～

６人程度であったかと思います。

　すみません。何人乗りの車両で、大体５～６人ですか。

　詳しい数字は手元にございませんが、３０人程度乗ることができます。

　３０人程度のバスで、５～６人の乗客ということですか。
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斉藤委員

事務局

（折原係長）

斉藤委員

岡野会長

事務局

（田口課長）

岡野会長

事務局

（折原係長）

岡野会長

本多委員

事務局

（折原係長）

本多委員

　再確認ということでよろしいですか。資料の中の市内全域というのは、循環バ

スが７路線あるうちの久喜本循環と除堀・所久喜循環、この２つを除いた残りの

トータルと考えるということでよろしいですか。

　その２路線を加えた全体の７路線の合計でございます。

　７路線全部ですね。そうすると、このとき変わったのが久喜本循環と除堀・所

久喜循環ということですね。確認させていただきました、ありがとうございま

す。

　他にございますか。

　すみません、本日欠席されております田嶋委員でございますが、どうしても出

席できない仕事があるということで連絡を受けております。その時の連絡の中

で、「菖蒲町三箇地区に市内循環バスが運行されたので、地域の方々は喜んでい

るということを会議で伝えてください。」ということを言われましたので、この

場にて報告させていただきます。

　それでは先に進めてよろしいでしょうか。

　続きましてデマンド交通（くきまる）の利用状況について、事務局から説明を

お願いします。

≪資料３を説明≫

　何点か説明をさせていただきましたけど、ただいまの説明の中で、ご意見ご質

問、感想等ございましたらお願いいたします。

　資料の中に、例えば、年代別の利用者数などがございます。ここに出てくる利

用者数は、実際に乗られた回数を指しているのか。例えば、一人の人が毎日使っ

ていたり、ある人は月に一回しか使わないとか。すると頭数での人数なのか、利

用回数での人数なのかで、大分変ってきます。ここで挙げているのは、多分その

利用された回数だと思うのですけども、確認させてください。

　この統計は、予約システムから利用状況を抜き出してきて集計してございま

す。システム上では、延べの利用回数となっておりますので、延べの利用者とい

うことで資料を作成してございます。

　多分、表面的に簡単に触れるとこういった数字になってしまうのだと思うので

すけども、この後、例えば、鷲宮地区だとか菖蒲地区において、どのようにＰＲ

を変えていくのかとか、そういう細かいことを考えた場合、恐らく延べの利用者

数よりも利用されている方の利用人数、そちらの方が有効になってくると思いま
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事務局

（折原係長）

稲葉委員

事務局

（折原係長）

稲葉委員

事務局

（折原係長）

本多委員

岡野会長

本多委員

事務局

（折原係長）

岡野会長

す。実際の利用データも数字が取れると思いますので、そういった点でも、今後

見ていった方がいいと思います。

　実人数での利用者数というお話だと思うのですが、今後、いろいろな視点から

ご検討をいただく中で、そのような形での資料も作成してまいりたいと思いま

す。

　資料の中で市外の方がいらっしゃるのですが、どういう地域の方が登録されて

いるのでしょうか。

　デマンド交通の利用は、市内に在勤ですとか在学とかという方もご利用いただ

けますので、そういった方になります。実際には加須市や幸手市にお住まいの方

が登録されているということでございます。手元に内訳はございませんが、この

ような方に登録していただいているという内容でございます。

　そうしますと、デマンド交通が利用できるところまで、何らかの手段で来て、

そこから利用するという形ですよね。一般的に。

　そうですね。運行区域内にお住まいでない方は、自宅まで迎えに来ていただく

ことはできませんので、通勤や通学などで、自分のご都合に合わせながら、そう

いったことを見越して登録していただいているのかなというふうに思っておりま

す。

　利用者の年齢構成、回数を見ていると高齢の方がかなり使われているようで

す。例えば、登録者の各地区別の集計ですけれども、地区ごとの高齢者人口と登

録されている方の数の割合は大体比例しているのでしょうか。

　地区別での年齢別の割合ですね。

　運行対象ではない久喜地区が少ないと思うのですけれども、それ以外の菖蒲、

栗橋・鷲宮地区は、高齢者人口と登録者数と比例する関係になっているのかな

と。あるいは偏っているのか。

　地区別での年齢構成という話ですが、先ほどは、実人数でというご意見いただ

きました。実人数でどれくらいということを、地区別に集計をしたことはあるの

ですけれども、その中でどういった年齢構成で登録してきたと、そこまで詳しく

整理はしておりません。今後、ご検討いただく中で、そういったことも見ていた

だければと思いますので、集計をいたしまして皆様方にお示ししていきたいと思

います。

　これから、集計させていただいてお示ししていきたいということですが、よろ
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高橋委員

事務局

（折原係長）

岡野会長

野本委員

明野委員

本多委員

しいでしょうか。他にございますか。

　一台あたりの利用人数っていうのは大体どれくらいですか。

　資料３の４番を見ていただければと思います。一日あたり何人乗るか、という

ような資料でございまして、平成２６年度では、平均で菖蒲地区が１４．５人と

栗橋・鷲宮地区が４９．８人ということでございます。

　菖蒲地区と栗橋・鷲宮地区で２台づつ車両を使いまして運行しており、１日あ

たり１０便設定してございますので、そうすると２台で２０便あるということで

ございます。その２０便で、この平均の利用者数ということになりますので、例

えば、菖蒲地区ですと１４．５人÷２０便というような数が、１台あたりの平均

になるのかなと思います。また同様に、栗橋・鷲宮地区でも４９．８人÷２０便

ということで、１台あたりの人数が出るというような見方をしていただければと

思います。資料には、そのような表記の仕方はしておりませんが、内容的にはそ

のようなことかなということでございます。

　運行事業者さんとか、何かございますか。

　栗橋･鷲宮地区では、資料３に出ているとおり４番の利用者数と、６番の時間

別の利用状況を合わせたような形で考えていただいた方がよいと思います。今４

９．８人÷２０便との説明があり、やはり二人半（２．５人）位になるかと思う

のです。時間帯では、１１時とか昼過ぎの便が若干多くて、朝と夕方の便は下が

ると考えていただければと思います。

　菖蒲地区でございますが、うちの方で予約センターもやらせていただいており

ます。今の野本タクシーさんと同じように、やはり時間的に集中する時間という

のが出てきてしまっています。お断りする時間というのは、満杯で、入れないと

いう時間というのがございます。例えば、栗橋・鷲宮地区で結構多い。人数が平

準化しないので、でこぼこになっています。

　久喜市では、今１時間ごとに便の設定をしていると思うのですけでも、１時間

の中で、非常に短い区間をあちらこちらの方に向かわれる方が多いと思います。

そういった方を順番に乗せては降ろし、乗せては降ろしというふうになっている

と思います。先ほど事務局の方から説明があったように、割り算でトータル１時

間の中で１便あたり何人というのは間違ってないんですけれども、ある瞬間瞬間

を見たときに、１台で何人乗っているかと言われると少し感覚的にぶれる可能性

があると思うのです。皆さん病院に行かれる方が多かったりして乗車が集中され

ているようですけども、そういったところに同じ方向に行くと１台に非常に多く

の方が乗っている可能性がありますし、一方で、そうでなくあちこちばらばらの

方向に向かって同時に行きたいという方が重なってくると少ない人数を少しずつ

運んでいくということになる可能性はあると思います。多分この辺の動きを細か
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足立委員

事務局

（折原係長）

足立委員

事務局

（折原係長）

鈴木委員

明野委員

く調べると、１台にかかる時間帯もどのくらい乗っているかというデータも全部

とれると思います。もし、データを検証できるのでしたら、やっていただけた

ら。もし必要なら、私の方でお手伝いもします。

　今のデータを見ると、大体早めに予約を取った人は確実に乗れる訳ですよね。

予約を取っている人たちが、早め早めに一週間後とか。だけども、その予約を一

週間取らないで、今日取りたいとか、次の日に取りたいという時は、もう満杯に

なっている可能性があるのなら、大体利用する人って同じ人になっているのか。

この辺のデータは。

　久喜市のデマンド交通では、予約は、一週間前から乗る３０分前までという設

定をしておりまして、基本的には先着順というか受付順となっています。今、た

くさん乗る方っていう話がございましたけども、多い方ですと、本当に何百回も

乗ってる方もいらっしゃり、そういった方の予約が集中したりとかというのもあ

るかもしれません。その辺の実態はどうなのかとか、システム会社と相談しなが

ら、事務局の方でも研究というか見ていきたいとは思っております。

　そうしないと、大勢の方に多く利用していただけないのかなという感覚と、延

べでの数字が大分違ってくると思いますので、そこのところだけはお聞きしたい

なと。

　そうですね、実人数での。アンケートの方にも何回くらいのご利用ありました

か、という設問もあったのですが、実際に統計として何回くらい利用している方

が何人位いるのか、そういった資料を今後作らせていただきましてお示ししてい

ければというふうに思います。

　予約センターのことですけども、予約いただくと満員で乗れない時間帯もある

ようです。仮に、私が毎日乗っている人間だとすると、予約の一週間前になれ

ば、とりあえずたくさん予約をしてしまおうと思う。でも、やっぱり明日行かな

くていいとなったら、「すいません、キャンセルをお願いします。」なんてい

う、別に悪意がある訳ではなくとも、そういう事情を指摘されたらどうですか。

　一応ですね、システム上では、８回分の予約が取れます。８回というのは往復

だと４回という形にしています。鈴木委員が言われるうように、自分が乗り終わ

ると帰ってきたらすぐに、次の行きと帰りの２回分の予約を入れる方は実際にい

らっしゃいます。ただ、そこでは、恐らく無茶振りというか、とりあえず入れて

おこうって方は、あまりいないと思います。体調が悪くて乗れなくなったという

のはあるのですけど、逆に見てて思うのは、「慣れてる人はうまく予約を取って

いらっしゃる」ということです。自分でうまくできる。たまにしか乗らない方

は、今日乗りたいけれどどうしよう、という方が多いと思います。そういう意味

では、使い方っていうこの差は、大きいのかなって気はしますが、「仮に押さえ

12



鈴木委員

野本委員

鈴木委員

野本委員

鈴木委員

岡野会長

鈴木委員

岡野会長

ちゃえ」っていうようなことは、あまりないように思います。

　そうですか。非常に有効に使っていただいているようですので、いいなと思い

ました。もし仮に、今後、そのような傾向がみられたら、すぐ公共交通会議の方

で、何かしらの歯止めをかけるようなルール作りをしていかないといけないのか

な、という気がちょっとしましたので。

　あともう一つ、鷲宮・栗橋地区の方ですが、資料３の１０番、目的地上位

２０で第１６位に「ゆう・あい」がありますよね。これ、結構こんなにお乗りに

なる方がいらっしゃるんだなって、ちょっと循環バスを回すには遠いけれどもそ

んなに遠くもない。また、菖蒲地区の第１０位の「森下公民館」、公民館でこん

なにお降りになるなんてすごいなと思って。「森下公民館」を調べてみたら、こ

れはだいぶ南の方というのでしょうか、桶川に近い公民館でしょうかね。これは

ちょっとバスですと伸ばし過ぎなので、「ゆう・あい」の方がもしかしたらある

のかなと思っていたのですが、生活介護施設というと、どういう方がご利用され

ていますか。

　身障者の方で、一人では行けない方が、お父さまが娘さんをお願いしますとい

う形で乗せて、毎日のハードユーザーですので、これだけの回数になっていま

す。

　そういうことなのですね。自主通所ができるわけでなくて、停留所までお父さ

んがついてきて、お願いしますねって。逆に帰りも。

　お父様が待ってらして、着きましたよ。という感じで。

　であるとすると、逆にバスですと一人では乗れないから、ちょっとバスは無

理ってことですね。わかりました。

　他にありますか。

　走り始めて１年ですけれども、実は、菖蒲地区の方で私が懸念していたのが、

前の会議を通して、どうしても当然モラージュに集中するだろうと、乗客の方

が。そうなったときに、従来の菖蒲の商店街の方々がどうなるのかなっていうの

が非常に気になっているのです。この地域公共交通会議には、商店街連合会の方

がいらっしゃらないので、そういう声っていうのも聞こえにくいのかなって思っ

ているのですけども、今日、田嶋委員さんが出席されていれば聞こうかなと思っ

たのですけど、ご欠席ですので、今後機会があったら聞いておいていただいたほ

うがいいのかなと。何しろモラージュだけでも、全体の 3分の 1を利用されてい

る感じなので、というふうに思いました。

　他にございますか。それでは、次の議題に移らせていただきます。
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事務局

（折原係長）

岡野会長

斉藤委員

河原委員

稲葉委員

（４）久喜市デマンド交通（くきまる）に関するアンケート調査実施結果につい

て

　続きまして、議題（４）久喜市デマンド交通（くきまる）に関するアンケート

調査実施結果につきまして、事務局から説明をお願いします。

≪資料４を説明≫

　大変ボリュームが多いのですけれど、ただいまの事務局の説明や、各委員さん

が事前に集計結果をご覧いただいたことなど、このアンケート調査に関しまし

て、ご意見やご質問、ご感想などをお伺いしたいと思います。順番にお願いして

もよろしいでしょうか。

　利用者のアンケートに関しては、いろいろなことが当然ある訳ですが、何かこ

う改善をしなければいけないような事項もいくつか散見されるようです。すぐに

対応できることは対応するということも必要かなと思います。あと、このアン

ケートのいろいろな要望に関して、例えば、システムの改善だとかそういった方

向付けは、今後どのような予定で進まれるのかなということが少し気になるとこ

ろです。今すぐでなくて結構です。みなさまのご意見伺ってから対応をお願いで

きればと思います。

　私の住んでいる方では、会合の時などに、デマンド交通の話が出るのですね。

それで、やっぱり菖蒲地区には駅が無いですから、駅へ行きたいのですね。運行

エリアが違うので、駅へは行かれない。それじゃあ困るよ、といつも言われてし

まいます。できたら、久喜市内ですので久喜駅にという話も出るんですけど。あ

と病院へ行きますよね。行きはデマンド交通で連れて行っていただいて、帰る時

は、病院で待たされたりするんでね。この間、高齢者のおばあちゃんが、帰りは

タクシーで帰ってきたって言っていました。そういう場合は、やっぱり病院へ行

くときはお願いして、帰りも大体何時頃っていう話をすればよろしいのですか

ね。菖蒲タクシーで帰ってきちゃったんだと、言われたんですね。ともかく、市

役所とかどうしてもそちらの方へ行きたいという話が出るのですけどもね。

　お二人から出された意見と重なる部分があるのですが、やはり中身を検証しな

がら、実際に取り入れていただければどうかということです。それでさっきおっ

しゃった駅への利用の件ですが、加須市では元の大利根の方が栗橋駅を利用され

るのですが、加須市が運行している公共交通が、栗橋駅に乗り入れをしてるので

すね。だから、他の地域のことも考慮していただいて参考にしながら取り入れて

いただければいいかなと思います。それと、今は地区が限られてますので、例え

ば、アリオは鷲宮地区なのですよね。ですので、栗橋からアリオは利用できるの

ですが、久喜地区のヨーカドーは利用できないということもあります。公共機関
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関委員

吉水委員

高橋委員

鈴木委員

につきましては、久喜地区にあるふれあいセンターは、栗橋から結構利用者がそ

こに行かれる場合があるのですが、あそこも利用できませんし、病院とかも利用

できませんよね。ですから、そういうことも話しながら利用地域を拡大していっ

ていただけたらありがたいな、と思います。

　この資料を見させていただきますと、いろいろな意見として要望とかそれから

不満なこととかがとても細かく書いてあるので、これを少しでも吸い上げていた

だいて、これからの改善に繋げていってもらいたいと思います。

　市内交通事業者へのアンケートに関しても、今までの状態でそんなに変わりな

く営業できているような様子なので、そんなに支障はなさそうなので、その兼ね

合いを見ながら利便性を高めていけたらいいかなと、思いました。以上です。

　私は、登録者なのですけれども利用はしていないと言ったのですが、栗橋とか

鷲宮町内は自転車で行きます。急に大雨が降ったときに３０分前までなんです

ね、予約がもう無理なんですよ。だから、その時利用ができない。それと、やは

りずっと意見が出てきてますけども、合併したのだから、せめて久喜総合病院あ

るいは公共施設。これは何とかして欲しいという声が、ほとんどの方から聞きま

す。特に高齢者二人暮らしの方、一人の方が病院に入院するともう一人の方が毎

日お見舞いに行ったりするのですよね。毎日なんですよ。それは、やっぱりアリ

オまで行くとか久喜駅まで電車で行くとか何とか利用しながらやっているのです

けど、これが直接行けるようになったら、私は鷲宮なので総合病院は意外と近い

のですが、でも行けない。と言う声がすごくあるのですね。できればそういう点

も考えていただきたいなと。

　それと、先ほどの話にもありましたように、交通事業者の方は、デマンド交通

が入ってもそれほど変わりはなかったという声があります。その点はすごく安心

してますので、そちらにあまり支障のないように改善策ができたらお願いしたい

と思います。

　アンケートの中でいろいろな意見が出ている訳ですけれども、事業者の方とし

ては、今のところは影響がないというよりも、たぶん運行区域が広がっていけ

ば、当然、影響は出てくると思うんですよね。だから、その辺のところは、我々

としても、しっかりと見ていただければというふうに思うのです。それから、実

際に久喜市さんのやっている事業としてどうなっているのかっていうことを、今

後、もう少し聞いてみたいなと思います。以上です。

　まず、今回のアンケートは、ものすごく本当に細かい点まで書いてあるので、

これからの地域公共交通会議のたびにこれを持ってきて、あれどうだったかなと

かバイブル的に使っていけたらなと思いました。

　自分は、このアンケートがまとまる前にイメージしていたものと、ものすごく

乖離しているところがありました。５ページの「問１－３あなたの年齢をお答え

ください。」で、６０歳未満の方は、多分ハンドルを自分で握ることに関して
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野本委員

明野委員

は、車や免許を持っていれば全く苦労しない、危険性とかも感じないのだと思い

ます。実際の日本の乗用車の登録台数はどんどん減少してってる。特に、ガソリ

ンが高くなっていくと顕著に減るのが分かるので、そういったことも影響してい

くるのだと。それから問１ -４です。ちょっとびっくりしたのが、世帯構成が単

身の方が２６％もいらっしゃる。これは、ご夫婦のみまで含めると半分を超える

ということになる。これは、今後も増えてくると思うので、デマンド交通は、あ

る一定の価値、必要性はあるのだろうなと。

　ただ一方で、ここに出席してらっしゃる委員の方々って、デマンド交通の利用

者一人当たりのコストにしたらものすごくお金がかかるとか、それから、それこ

そ、市内全域を 365 日、いつでも走れるようにって言ったら、交通事業者がみん

な撤退しちゃいますよっていうことを、十分にその危険性をはらんでるのを知り

ながら、走り始めている。だから、このコストっていうのは、すごく安いよねっ

て、たぶん皆さんの共通の認識としてあるのだと思うのですけど、人間の欲って

すごいなと思ったのが１５ページです。問４－５で、「もっと安くすべきであ

る」が１０％以上で、エッと思って、さらに「１２時の便も運行して欲しい」と

か、もっと凄いのが、中には「２４時間いつでも来い」みたいなことが書いてあ

りまして、人間の欲というのは計り知れないなと。であれば、どこかでブレーキ

をかけながら行かないと、本当に市としてもお金がいくらあっても足りなくなっ

てしまいます。今はあまり影響が出てませんでしょうけど、利用数が全体の市の

人口に比べてまだ２％もいってない登録数ですからこうなるんでしょうけど、こ

れから２桁％になったら、たぶん一気にガクンと来るんだろうな、という意味で

は、本当に慎重に慎重に石橋を叩きながらいかないといけないのだな、と僕はも

のすごく痛感しました。

　一つ、最後の交通業者へのアンケートで大いに業者の売り上げが下がったとい

う業者は私のところなんですけども、そういう業者もあるということを忘れない

でいただきたいと思います。うちの会社の場合はずっと長くやっているんですけ

ども、地元の人のご利用が多い会社でして、栗橋地区には、もう一つ栗橋タク

シーさんがあるのですけど、そちらの方は、結構加須から来ているので「栗

橋」っていう会社名ですので、法人の方とかよそから来た人が使う会社っていう

か、そういう方が多いんですね。ここに統計で出てます済生会栗橋病院なんてい

うのは、うちが行っていた仕事なんですね。それがデマンド交通の利用件数で、

１番になってるということは、やはり、毎日病院に行ってらっしゃる方は、もち

ろんデマンド交通。全然勝負になりませんからね、値段的に。そういうことも忘

れないようにしていただきたいと思います。

　それと、運行業者としては、今のとこ無事故で運行ができているということも

ご報告させていただきます。

　業者から言うと、全部がデマンド交通を使っていただくとなると、やっぱりタ

クシー事業の方がどうにもならなくなってしまう。そのバランスというのをここ

で考えていただきたいと。
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三保谷委員

　それと、区域を延長するのは極論ですよ、極論で、例えば、菖蒲から白岡駅と

か久喜駅まで延長するということは、それだけ時間を要するということになり、

それ以外の方が乗れなくなってしまう可能性が生じてきます。そこも考えなけれ

ばならない。いつも私は思うのですけど、やはり、どういうふうにすみ分けをす

るのかが、非常に大事なんだと思うのですね。その中でたまに見ていると、さっ

きの髙橋委員の話ではないですけど、若い方が１０時位に仕事で使ってる。そう

すると、お年寄りが病院に行くのに使えなくなってしまうというのがたまに散見

される。それはそれでいいのですけれども、本当に使いたい人のところに持って

いってあげて、お金が安いからいいやっていう方がデマンド交通を利用している

という状況が全然ない訳ではない。ある市の調査でこういうこと言った方がい

て、「まだ、デマンドをやってないんですけど、使いたいっていう方が２割、残

り８割が特に今はいらない。」という、こういうデータが出た時に、ある区長さ

んが、「じゃあ８割の人はどうなんだと、２割の人のために何でやるんだ」と、

こういうご意見がありました。とは言いながら、やはり、少しということを考え

れば、やらなきゃいけない、要するに手を差し伸べなければならない人が必ずい

るのですが、そこのところのバランスというのをやはり考えていかないと、先ほ

ど言われたように、我々業者というのは、駅までの仕事がなくなれば、撤退せざ

るを得ない。この近くですが、ある地区のタクシー会社は、撤退してます。タク

シーが地元にないので、恐らくタクシーを呼ぶのに近くの駅まで２０分位はか

かってしまうと思います。そういう状況に実際なっています。ですから、やはり

バランスを非常に考えていただきたいなと。ですから、その延伸とかっていうの

もいいのですけど、逆に我々は、賢くどうやって使っていただくか。例えば１２

時の便がないというのですけど、１１時５９分まではその場に着くっていう便は

あるんですよ。１１時の便だと１１時で終わるっていう感覚かもしれませんが、

実際は１１時５９分までにその場所に着くって便はできるんですね。でも結構そ

れ知らないので、２時間空いちゃってどうにもならないっていう問い合わせが、

予約センターに来るのですよ。ですからいかに賢く乗り継ぎも含めて、確かに大

変だと思うのですが、タクシーなりバスを使うより安いという考え方をみて、本

当に使いたい人にどれだけ持って行くかって部分もあるので、その辺のバランス

というのを非常にこの会議で考えていただければありがたいかなと思います。だ

からそういう中で、先ほど言った延伸というのは、個人的に我々業者に影響があ

ることを抜いてはいいとは思いますけど、その分、使えなくなってしまう人も出

てくるということ。それで本当にいいの？と。菖蒲地区から久喜駅までですと、

恐らく２０分かかります。往復で４０分ですから、ほぼ他の人使えなくなりま

す。独占になってしまいます。そうすると、本当にデマンド交通を使いたい人が

使えなくなるって、それでいいの？っていう、やっぱりそこまで我々は、この会

議では考えなきゃいけない。一般の方は、そこまではなかなか考えないでしょう

けど、我々はそこまで考えなければいけないと思うので、その辺を主眼において

考えればなぁというふうに思います。以上です。

　アンケートを見て気付いたことは、未登録者の方でやはり目立つのが、デマン
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本多委員

足立委員

ド交通がどういうものかを知らないとかですね。そもそも知らない人もいる、そ

ういった意見が散見されます。そのあたりで、何かわかりやすい名称なりです

ね、少し利用者サービスもしてわかりやすい名称にするとか改善することが必要

なのかなというのを感じました。

　あとは皆さんと同じ意見です。

　アンケートだけではないですけれど、先程の利用実態を見て、菖蒲地区はモ

ラージュの方へ行く人が多く、逆に栗橋・鷲宮地区では病院関係が多くなってい

ます。恐らく利用者の方の使われ方ってそれぞれで違っている可能性あると思う

のです。

　あと、先程言った、タクシーとの住み分けという話があったのですが、他のデ

マンド導入地域の様子をみるとデマンド交通をタクシーだと思って使っている方

が結構いらっしゃるようです。利用される方に、そうじゃないってこともＰＲし

ていかなければいけません。その中で、デマンド交通は、タクシーより不便なと

ころがあり、その分、タクシーより安くなっていて、また、遠くまで行けばその

分高くなるといったことを理解していただくことが必要です。それから、利用者

によって違うっていうのは、たとえば、これを使わないと外に全然出られないよ

うな方にとっては、自宅まで迎えに行くようなことが必要でしょうし、逆に、自

由に外に出られる方は、公共乗降所まで出てきてもらうような違いがあっても良

いと思います。

　また、行きはデマンド交通を使い、帰りはタクシーで帰ってくるとか、別の場

所に寄り道をして他のルートを通って帰ってくるとか、いろいろな使い方がある

と思うのです。そういったところを、せっかくいろいろなデータが集まってきて

いるのですから、もう少し調べていきながら、今後どういう料金体系にしていっ

たらいいか、サービス体系にしていったらいいか、そういったことをこの場で議

論していけたらいいなと思いました。以上です。

　アンケートで利用している人の件ですが、久喜市として基本理念を４つ出され

て、その中で生活しやすいようにしていったということで、やはり病院とか買い

物、年齢層が段々と高齢化しつつある中に、どう生活水準、環境を良くしていく

かというところに、このデマンド交通の話が出てくる訳ですよね。その中で、こ

れはすごく良いことでどんどん進めていく。アンケートの中にも菖蒲、栗橋、鷲

宮、要するに久喜市内のあらゆる病院、主に生活として必要なアクセスのところ

にだけは何としても行って欲しいという声があるのですよね。それを今後見てい

かなければならない。私は区長ですので、デマンド交通が運行したときに、いち

早く行政区として説明会を持ちました。ご高齢の方たちが来てくれて、その中で

申し込みを取ったりしてくれて、デマンド交通とはということを、まず地域の方

に知ってもらうことから始めさせていただきました。それがものすごく大事なこ

とで、やはり今、デマンド交通の講座とかをしてもらえているので、そういうＰ

Ｒもしっかりしなければならないということが、まずすごく感じるということ

と、これから増えること。そしてもうひとつ大事なことは、「じゃああなたはこ
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大迫委員

ういう風にデマンド交通をやりますよと、こういうふうに要望がいっぱい出ます

よ、やりますよ。でもあなたはこうなった時に利用しますか」と。人間、みな要

望は多いのですよね。見ていても、あれ欲しいこれ欲しいと。実際にそれがなっ

た時にどういう方がどのくらいの利用をしますかって時に、こういうふうにやっ

たけど利用度が少なければ、またそれも問題になってくる。

　また、いろんな面で業者さんとの関連もある。いろんなことがこのアンケート

を通して重要ポイントがものすごくうまく浮き上がって出てるなってよく出てる

ので、これはいいアンケートであり、また、このアンケートの中ですごく欠けて

いるところもあるので、それは今後きちんとやっていただきたいなと思います。

　それとあと業者さんも。今タクシーの方は、ほとんどご苦労されてると思うの

ですが、サービス向上ということでいろいろなアクセスをして、広告を出してお

客様が利用しやすいように。デマンド交通はデマンド交通の良さ、タクシーはタ

クシーの良さで、それぞれ工夫されていらっしゃるなと思うのですね。でもやっ

ぱり、久喜市としてもタクシー業者、バス業者さんももっとＰＲをしてデマンド

交通もいいけども、こちらもものすごい良さがあるよというものをやっぱりしな

いから、こんがらがっちゃっている部分と、説明がないからデマンド交通はこう

であると、お年寄り同士・利用している人同士が横話ばっかり広がってしまって

いて、根本的なところの話がおろそかになっていることがあるなと、私も行政区

の中でもすごく感じているところがあります。

　そういうところを、今後しっかりと調節しながら皆の意見をいただいてより良

いものにしていきたいなと言うふうに思っておりますので、このアンケートはご

苦労されたなと、本当にご苦労様でした。

　私は障がいをもった立場でデマンド交通を運行され、非常に喜んでおりました

し、まだ始めて一年足らずですが、すばらしいことだとは思っております。私は

久喜地区に住んでいますが、久喜地区はデマンド交通が走ってませんけれど、周

りの人に聞きましたところ、市内循環バスを利用して、アリオ鷲宮まで行って、

アリオ鷲宮からご主人が施設に入所してらっしゃる時とか病院に行ってらっしゃ

る時とかは、デマンド交通で行ってもらって、またアリオ鷲宮まで帰ってきて、

市内循環バスの運行表を見てまた久喜に戻ってくる。ですから、デマンド交通を

あくまでも遠くまで延ばすことも必要かもしれませんけれども、健康な人は、よ

く市内循環バスのことも考えて久喜駅まで来て、そこから総合病院に行くバスが

できましたら、そういう利用方法もしていただくのも大切なのではないかなと思

います。デマンド交通は、元々が体が不自由な人とか高齢者、外出が不可能な人

のための交通手段だと、私は思うのですよね。それが健康な人ばかり利用してし

まうと、これまた大変なことになってしまうと思うのですよね。

　私は視覚障がい者ですけど、交通機関はバスとタクシー。ですからタクシー会

社のみなさんにもちょっと聞いていただきたいのですけども、タクシーに乗車し

た時に目が見えないので、「今どの辺を走っていますか。」とか聞くのですけど

も、「うるさい！」って感じで全然答えが返ってこない運転手さんが結構いるの

ですよね。すると、そういう会社にはもう乗りたくないっていうことになるの
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斉藤委員

柴木委員

で、そういうマナーも是非していただきたいな、といつも思っています。雨の日

なんかは、特にそう思います。でも私たちにとってはタクシーは必需品です。な

くてはならない。いつも回数多く乗せていただいていますので運転手さんのマ

ナーもよろしくお願いしたいと思います。

　少しよろしいですか。たくさんの人がいるので少し時間がかかると思って遠慮

していたのですけども。

　デマンド交通そのものが、税金、市の予算を使って動く訳ですから、当然のこ

とながら費用対効果であるとか、いわゆる交通弱者に対する福祉としてのサポー

トする事業と言う形で、そのタクシーだとかバスの事業者さんにできるだけ不利

益のない形で運行するというのは希望の考え方ですね。そういう形の中で、バス

が運行できている地域と少ない地域、あるいはない地域であきらかに今の利用の

人数が違うという訳ですね。いずれにしても、利用しやすいというか利便性を高

めるために、病院だとか他の施設だとか、できたら駅や市役所も含めてとなる

と、当然のことながら今、明野委員さんがおっしゃられていたように、今利用し

ている方々が、もっともっと予約が取れなくなってしまう形になりますから、当

然のことながら便数を増やす、増やすと言うことはお金が掛かってくる。そんな

形になる訳ですから、いずれにしてもこの少数の意見は尊重しなくてはいけない

のだけれども、この会議でしっかりとした形に決めていくことがまず必要だとい

うことをひしひしと感じます。と同時に、デマンド交通そのものの主旨というの

をもっと市民にＰＲしてご理解をいただかないといけない。一般市民に供する時

にいろいろな形でＰＲしましたけども、やっぱり継続してやっておく必要があ

る、そういうふうに感じました。デマンド交通の主旨を理解していただかない

と、本当の少数意見のものが、どんどん一つの意見としてたくさん増えてしまう

という恐れがありますね。そんな感じで危惧しております。だから業者さんとの

住み分けだとかバランスだとかとても大事なことだということ、そういったこと

を踏まえて、いろいろな形に治めていくことが必要かなと。

　それとあと市内循環バス。菖蒲さんの場合は、バス路線との接合という形に

なっていますが、一つの対策としては、接点としてもうひとつというかですね、

時間的なこと。そういったことも視野に入れる必要があるのかなと。

　鷲宮・栗橋の方は、アリオ鷲宮だとか駅だとか病院だとかっていうのは、デマ

ンド交通が運行したため利用しやすくなったのは事実ですよね。そのことは、一

つの解決策のきっかけのヒントになる。そんな感じがちょっとしました。

　私が一番感じたことは、ここは公共交通を考える場所であって、ですから皆さ

んが地域に帰っていろいろな方のご意見を聞いてこちらに持ってくるってすごく

必要なことだと思うのですけども、公共交通だってことを考えれば、やはりタク

シー事業者さん、また市内循環バスを運行している事業者さんの事業を奪う機会

を、我々が今ここで話し合いをしているということを念頭において話を進めてい

ただきたいなと思います。と言うのは、サービスすればするほど税金が掛かっ

て、交通事業者さんがいなくなってしまうという本末転倒になってしまうところ
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岡野会長

事務局

（折原係長）

岡野会長

があるのですね。

　むしろ考えなければいけないのが、乗り継ぎの部分だと思うのですよ。菖蒲地

区におかれましては、アンケートをとるよりも、私が一番注目したのは、乗降ポ

イントの順位のところで、路線バスの乗り継ぎが菖蒲地区にあるというのは、駅

やバスが大きいところに総合病院行くにはどうしても乗り継ぎをしなければいけ

ない。こういった部分で、どういう方々が、乗り継ぎをどういうふうにされてい

るのかっていうのをもう一回検証してですね、皆さんがバスの事業者さんにとっ

ても良い、タクシー事業者さんにとっても良い、デマンド交通を運行する行政に

とっても良い、そして、それを利用する市民サービスにとっても良いことを、さ

らなる進展を目指して今後の地域公共交通会議にしていただけたらと思います。

　アンケートの６７ページでは、デマンド交通が運行されて乗客数が大幅に減少

したのが１件、乗客者数が多少減少したのが３件。これ合わせると５０％になる

のですね。そういったこともやはり皆さんで、きちんと理解した上で、この地域

公共交通会議が素晴らしい会議になるようにと期待をしたいなと思います。

　ありがとうございました。

　それでは、今日は欠席の委員さんも多くいらっしゃいますので、今後、欠席の

委員さんからもご意見を伺っていく機会も作っていきたいと思います。こうして

一同にお集まりしていただいて会議を持つということが、そう何回もできないと

いう現実もございます。

　今日、委員さんからいろいろな視点でご意見やご提案をいただきました。事務

局としても、今、こうします・ああしますというような段階ではないと思います

が、今後、改善できる部分については、さらに検討してもらいたいというふうに

感じました。次回以降の会議におきまして、デマンド交通の乗降ポイントの関

係、また運行時間とか運行区域のこともそうですが、いろいろな項目ごとに整理

をさせていただいて、一つ一つ丁寧な解決策なりを生み出していきたいと考えて

おります。そのような形で検討を進めていきたいと思いますのでよろしくお願い

したいと思います。今回は検討課題について、引き継いて検討していくというこ

とで、本日は終了させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

（５）久喜市市内循環バスの停留所の確認について

　それでは、次の議題に移らせていただきます。（５）の久喜市市内循環バスの

停留所の確認でございます。事務局から説明をお願いします。

≪資料５を説明≫

　よろしいでしょうか。事務報告のような形になりますが、運行事業者さんが行

う事務上の手続きとして、この形で進めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。

　以上で本日予定しました議題は終了させていただきます。大変長い時間ご協力
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事務局

（田口課長）

足立委員

事務局

（田口課長）

吉水委員

事務局

（田口課長）

事務局

（折原係長）

足立委員

事務局

（折原係長）

いただき、ありがとうございました。以上をもちまして議長の任を解かせていた

だきます。

３　その他

　皆様、大変お疲れさまでした。最後に、次第３その他についてでございます。

委員の皆様何かございますでしょうか。

　次回の会議はいつ頃の開催予定でしょうか。

　この後事務局の方から説明させていただきます。

　このアンケートの結果ですけれども、これは市民の方も見ることができるので

しょうか。何か広報で。

　今回のアンケート結果につきましては、本日の会議で、初めて事務局以外の方

にお示ししたところでございます。今後、これだけのボリュームのものを全部示

すことは難しいですけども、市のホームページや広報紙に掲載しまして、市民の

皆様にもお示ししていきたいと考えております。

　それでは事務局の方から何点かございます。

　先ほど足立委員さんから次回の開催というご質問がございましたが、平成

２７年度に入りまして開催させていただく予定でございますが、現時点では、時

期等は、決定してございません。今後、会長、副会長と相談いたしまして、決ま

り次第、皆様方に開催のご連絡をさせていただきたいと思います。

　できるだけ午前中というのは無理なのですか。早く連絡をいただきたいです。

　決まり次第、ご連絡をさせていただきます。

　それと、本日の会議では、委員の皆様にデマンド交通に関するアンケート調査

の結果を資料としてお示しさせていただき、皆様方からご意見やご感想などを発

言していただきました。後日、会議録で内容の確認はしていただくのですが、発

言のニュアンスが違うとか、言い忘れたとか、いろいろあろうかと思いますの

で、お手数ですけども、次回の会議前までに、事務局から委員の皆さんに、ご自

分のご意見を整理してもらうような書面での調査をさせていただきたいと考えて

おります。会議録を早急に作ってまいりますので、その確認をしていただきなが

ら、今回のデマンド交通のアンケート結果などについて、どう思うのかっていう

ことを、改めて書類でやりとりをさせていただきたいと思います。事務局では、

そういったご依頼を改めてさせていただきたいというふう考えておりますので、

ご協力をお願いできればというふうに思っております。
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足立委員

事務局

（折原係長）

関委員

事務局

（折原係長）

事務局

（田口課長）

柴木副会長

事務局

（田口課長）

　それは記録として残すから、余計な話はしないようにということですか。

　そういうことではなくて、次回の会議資料として活用し、会議をより進めやす

くしたいと、そういった意味です。

　次回の会議までに郵送すればいいのですか。

　私の方で依頼文書を郵送するときに、いつまでに回答してくださいという一文

を添えてお願いをしたいと思っております。

４　閉会

　それでは、閉会にあたりまして柴木副会長からご挨拶をちょうだいしたと思い

ます。

　皆さん、長時間に渡り、大変お疲れ様でした。

　デマンド交通が、今こうして事業者の皆様のご尽力によって無事に運行されて

いて、もしこれが大きな事故になったりしたら、それこそ本当にデマンド交通が

なくなってしまうこともありますので、そういった部分では事業者の皆様のご協

力に本当に感謝したいと思っております。ありがとうございます。

　また、次回、いろいろな過去の資料を見ていただいて、どうしたらいいかとい

うのを、皆様の意見を持ち合って、デマンド交通がより良い形になるよう協力し

ていただければというふうに思っております。お疲れ様でした。

　長時間にわたりまして、慎重なご審議を賜り、ありがとうございました。今

後、市民の皆様からいただいたご意見をもとにデマンド交通の利用状況をさらに

分析を行いながら、今後の会議に結び付けていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いします。

　以上をもちまして平成２６年度第２回久喜市地域公共交通会議を終了させてい

ただきます。本日は、大変ありがとうございました。
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会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 (注 )

　　　　　平成２７年　３月　９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　  斉藤忠雄  　　

　　  河原良子  　　

（注）特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。
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